
55 

中小企業政策のデザイン 
～その行間と文脈～ 

 
生駒市地域活力創生部 部長  領家 誠 

 

 

 

 

 

 

●自己紹介 

 現在の所属の生駒市に移ったのは去年でして、それまで

の 33 年間は、大阪府庁で仕事をしていました。公務員の

仕事というと市役所は皆さんも行かれたことがあると思

うので、何となく分かると思いますが、都道府県庁、大阪

府庁の仕事って、普段関わることがないと思うので、どん

な仕事をしてるのか、わかりにくいと思います。なので、

私の話しをさせてもらうと、最初は大阪府立の病院、今は

独立行政法人になっていますが、5 つの府立病院中で、枚

方にある中宮病院、現、精神医療センターですね。ここの

事務局に配属されて、経理の仕事をしていました。役所は、

企業と違って、いわゆる複式簿記ではなく、単式簿記と言

って、簡単に言うと、お金の出入りだけを管理していくよ

うな会計制度になっています。ですから、企業みたいに、

貸借対照表があったり、損益計算書があったりとか、資産

とか、負債とか、そういうものを管理する会計ではないん

ですね。ただ、病院は企業会計という複式簿記の会計を採

用していいました。後になってみると、すごくラッキーだ

なと思ったんですが、ここで簿記の知識を仕事で身に付け

ることができました。 

そのあと、今は廃止されて存在しない企業局という開発

セクションに異動になりました。当時は、関西国際空港の

造成をやっているときで、空港を造る一番盛り上がってい

るときでした。課の名前も空港推進課という名前だったん

ですね。実はこの企業局も、企業会計の組織でして、その

総務部署の予算の担当をすることになりました。事業とし

ては、りんくうタウンの予算を担当しました。関空の前の

埋め立て地ですね、一本高いビルが建っていますよね、ア

ウトレットもあると思うんですけど、あの埋立地の造成や

まちづくりの資金調達の仕事をしていました。 

私が行ったときは、歴史の話になりますけど、バブル崩

壊直後で、すごい経済が悪いときでした。りんくうタウン

に進出予定だった企業が、バブル前は殺到してたのに、潮

が引くようにみんな撤退していって、土地代金が入らくな

くなって、資金計画が狂い始めた時期です。ですから、も

っぱら資金繰りをしていました。借金の借り換えですね。

役所の借金は起債と言いますが、起債の借換えで、私が担

当した 7 年ぐらいで、多分、4,000 億円近く。借金を追加

することになったというようなことで、本当に大変な時期

でした。りんくうタウンの開発では、第 3 セクターの会社 

 

 

 

 

 

 

もいろいろあったんですけど、それもそのときに、軒並み

経営不振に陥いりました。りんくうタウン駅にゲートタワ

ービルって 1 本だけ建ってるんですけど、あれはもともと

2 本建つ予定でした。だから、ゲートっていう名前だった

んですけど、2 本目は建設できませんでした。1 本にする

か、2 本にするかの経営判断したときに、ゲートタワービ

ルの収支計画を作成したのは私でした。こういう経験を

20 代のころにしました。企業局には 30 歳までいたので、

20 代の 7 年間で、大きな開発プロジェクト、それも経営

に関わる中枢の仕事をさせてもらって、すごく勉強になり

ました。 

そして、1998 年に福祉部に異動します。大阪府は、昇

任試験があります。運良く合格したわけですが、介護保険

が 2000 年に導入されるということで設置された準備室に

召集されました。全くこれまでのキャリアと違う福祉の世

界に入ったわけです。そのあと、福祉は都合 8 年間在籍す

ることになって、地域福祉の仕事や最近よく聞くソーシャ

ルビジネス、コミュニビジネスなどが当時社会に出始めた

頃でしたが、いろいろさせてもらいました。ホームレスの

方の自立支援でビックイシューという雑誌を売っている

のを駅で見掛けたことがあると思いますが、あのビックイ

シューの日本版がちょうど発刊されたころでした。 

そして、次の異動のきっかけは、庁内公募でした。大阪

府には、こういうポストで誰かやりたい人があったら手を

上げなさいという公募制度がありました。そこで公募のあ

った、商工労働部という、今日の話のメインですが、これ

もまた全く畑違いのところに行くことになりました。商工

労働部は、結局 11 年間、在籍して中小企業の支援をさせ

ていただきました。この頃に、ベトナムのお仕事の関係で

前田先生と知り合いまして、一緒に本を 1 冊書かせていた

だいたりとご縁がありました。 

最後は、健康医療部に 3 年間在籍しました。今、コロナ

で大変になっている健康医療部ですね。最後のポストは、

健康推進室長という所で、皆さん、アプリを入れられてい

る分かりませんけど、「アスマイル」という、歩いたらポ

イントをくれるという健康アプリの開発を手掛けました。 

そして、特に大阪府で問題を起こしたわけではないんで

すけど、やっぱり商工の仕事が恋しくて、現場に戻りたい

なあと思っていた矢先に、生駒市で「官民プロ人材公募」

という人材公募がありまして、それで今の地域活力創生部
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長というポストに就きました。その部の所管は、私がやり

たかった中小企業支援の商工とか観光、それから農林、市

民活動、ICT、公民連携、SDGs になります。この分野であ

れば比較的、これまでの役所のキャリアも生かせるし、後

ほど言いますけど、プライベートで活動してきたキャリア

も生かせるかなと応募させていただいて、非常に高い倍率

だったんですけども、運良く採用されて、今に至っていま

す。 

その間、大阪府以外の仕事として、いくつかの市の産業

プランの策定委員会や国の中小企業庁の研究会のメンバ

ーなんかもさせてもらいました。また。「公務員が選ぶほ

んとうにすごいと思う公務員アワード」を 2018 年に受賞

させていただいて、2019 年、2020 年は、審査委員のほう

にまわって、全国の頑張ってる公務員の選定をさせていた

だきました。これらが、仕事上のキャリアになります。 

 次にプライベートな活動ですけど、公務員で、プライベ

ートな時間に活動している人って少ないのですが、私の場

合は、縁があって、関西ネットワークシステムという産学

官民のコミュニティの世話人やまちライブラリーという

私設図書館の活動をしています。このまちライブラリーは、

各地にあって、東大阪ですと、八戸ノ里の文化創造センタ

ーの 1 階にあると思います。創始者である礒井さんとＫＮ

Ｓで出会って、その頃、大阪府立大学の難波サテライトキ

ャンパスである I-site（アイサイト）に、大きなまちラ

イブラリーを立ち上げるということで、そのお手伝いから

始まりした。その後、毎年実施しているブックフェスタ実

行委員や、和泉市に去年まで住んいましたが、お隣の岸和

田市の市立図書館でもまちライブラリーをやりたいとい

うことで、これは中に入って、一世話人として活動してい

ます。そのほか、整理・整頓・清掃の３Ｓ推進協議会の幹

事、松原市のブランド認定、これは阪南大学さんが事務局

なんですが、それの副委員長も長いことさせていただいて

います。 

海外関係では、もともとは仕事での絡みでしたが、研究

事業で、ベトナムとかタイなどの研究プロジェクトのリサ

ーチャーを 3 年間務めました。それで『町工場からアジア

のグローバル企業へ』という本を共著で書かせていただき

ました。そのあとも、ベトナムの仕事は、今も続いまして、

何をしているのかというと、ベトナムに日本の製造業がた

くさん進出していて、東大阪の企業さんもたくさんいます。

ところが、現地の人材確保・育成が、課題なんですね。ア

セアンの国って、ジョブホッピングと言って、給料が少し

でも高いところに移っていって、定着しないという傾向が

あります。日本のものづくりは、現場技術者として熟練し

ていかないといけないので、やっぱりある程度の期間勤め

上げてもらわないと、ものにならないんですね。ですから

現地で、そのジョブホッピングがいつまでも激しいと、せ

っかく日本の企業がベトナムに進出しても、いつまでたっ

てもベトナムでは簡単なものしかつくれない。そうすると、

ベトナム人にとっても、ベトナムに行った日系企業にとっ

ても、肝心なものが作れないということで、これでは非常

に不幸なことになります。そこで、ベトナム南部の大都市

ホーチミンの隣に、ドンナイ省という省があって、そこの

大学と職業訓練短大に、日本型ものづくりコースを作りに

いってます。大阪の府立高専、府立工科高校の先生と私と

で、現地の大学に日系企業に人材輩出するための日本型も

のづくりのカリキュラム、それも、十数コマというような、

しっかりした講座を作りにいってます。現在では、安全管

理、リスクマネジメントと 5S、それと日本型ものづくり

の考え方みたいなのを学ぶ授業が、現地の 4 校で走ってい

て、さらに 6 校までにする横展開をしているところです。

これも、去年コロナだったので授業がストップしてしまっ

て、今年も行けない状態でして、ベトナムの方でも、いっ

たん収まっていたのですが、また、ものすごく増えてきて

いて、行けなくなってきているので、今後継続できるかど

うかというのは若干あやしくなっているんですけど、そう

いうこともやらせてもらっています。これも最初は仕事で

絡んだことなんですけど、今は仕事も当然関係ありません

ので、プライベートの活動として、お休みをとって、1 年

に 1 回、1 週間から 10 日ぐらい現地に行って、活動して

帰ってくるというようなことを続けています。 

なかなか本題に行くまで話が長くなりますが、私、何で

こんな仕事の仕方をしてるかというと、役所の人事異動っ

て、大体 3 年なんです。だから、ちょっと仕事を覚えたな

と思ったら、違うとこに異動する。そうやって人事異動を

しながら、課長とか、次長とか部長とか、そういう役職に

なれる人を養成するというキャリアパスなんです。ただ、

私の場合は、病院こそ 4 年だったんですけど、企業局は 7

年、福祉は 8 年、商工労働部は 11 年いてたわけです。そ

の間で、いろんな大学の先生だったり、民間の企業さんだ

ったり、ネットワークができるわけです。これが全然違う

ポストに行くと、もう使えないというか、「はい、さよな

ら」みたいなことに普通は、なってしまいます。それはも

ったいないなと思ってました。なぜかというと、昼夜・土

日を問わずに交流会、イベントに参加して、それでできた

ネットワークを、ポストが変わったから、「はい、さよな

ら」というのでは、「今までの 11 年間は何やったん？」 み

たいなことで、これでは、面白くないなというふうに感じ

ていたんですね。そんな時、39 歳だったと思いますが、

厚生労働省の炭谷さんという私の心の師匠なんですけど、

彼のセミナーを聞いて、これだと思ったんです。炭谷さん

も、厚労省で同じことを思っていて、40 歳のときに一念
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発起して、これから仕事で関わることは、すべてライフワ

ークにするって言い切って、本当にそのあと関わった仕事

をすべてライフワークにしているのを見たんです。こうい

う生き方があるのかと、それで、私も、そこから先、仕事

で関わる仕事はすべてライフワークにしようということ

に決めました。ただ、ルールとして、相手が断ってきたら、

その時は、去っていこうと思っていて、相手がお願いして

くれている間、役に立ってるなあという間は、当然、関わ

りに濃淡はあるんですけど、続けていく。ですから、今、

お話したようなことをやってるのも、もともとは仕事で関

わったのがスタートだしたけど、ずっと継続して関わらせ

ていただいています。これを言うと、「そんなにどんどん

やって、いつまでもできるんか？」という話もあるんです

けど、そのうち、抜けていくというのが多分あるんだろう

というふうに思って、今のところは続けています。 

 

●中小企業政策の変遷 

 すいません、前置きが長くなりましたが、ここから本題

に入らせていただきたいと思います。中小企業政策の流れ

ということで簡単にお話しさせていただくと、日本のよう

に、中小企業を大事に政策として育ててきた国は、世界的

にそんなにありません。その結果、中小企業でも、一つの

会社が 50 年とか 100 年とか平気で続いている国って、ほ

とんどないんです。日本ぐらいしか。それはなぜかという

と、第二次世界大戦後、復興の中で、中小企業をうまく政

策の中で育ててきたという歴史があるんです。もともと戦

後は、焼け野原になっていましたから、復興してくる中小

企業を個別に支援してたわけです。かつてのトヨタもそう

だし、パナソニックもそうだし、ホンダだってそうなんで

す。みんなちっちゃい町工場から出てきてて、それを国が

拾い上げて、いろんな政策の中でどんどん育てていったん

です。そうすると、その周辺の中小企業さんたちも育って

きて、さすがに国も一社一社面倒を見るのが難しくなって

きた。また、成長した企業とそうでない企業の格差も出て

きた。そうなると、中小企業を集団化をするというプロセ

スに入っていくわけです。金融政策とセットで、商工会議

所をつくったり、中小企業協同組合法を制定して、業種ご

との協同組合をつくって、グループ化して支援するわけで

す。そして、そのグループに対して政策を打ち、補助金を

打ち、育てていくということをしていきます。その後、高

度経済成長期を経て、日本の経済力は世界のナンバー2 に

なるなど、大きな経済規模になってきて、中小企業もかな

りの数で、それなりの企業規模でしっかりと仕事ができる

ようになってくる。そうなると、集団化して護送船団でと

いう政策がだんだん効かなくなってくる。そんな時に、バ

ブルが崩壊した、リーマンショックがきて、みんなが成長

する前提の古き良き経営、先代の経営スタイルが合わなく

なってきます。すると、国の方も、政策の転換を図るため

に、頑張る企業を応援するという個別企業を応援するとい

う政策になっていきます。この頃に、ものづくり高度化法

ということで、皆さんはあんまりご存じじゃないと思いま

すけど、製造業でのサポインと言われるような補助金の制

度ができたりして、国が直接、企業に対して、また支援を

開始すると、こういう流れが大きな全体の中小企業政策の

流れになっています。 

 

●自治体の中小企業への支援体制 

 では、自治体の支援体制はどうかということですが、通

常、公共の政策というのは、国は何をやって、都道府県は

何をやって、市町村は何をやって、公益団体は何をやると

いうのが法律で決まっています。厚生労働省の政策でいえ

ば、介護保険制度の中でも、国、都道府県、市町村、社会

福祉協議会・法人の役割は決まっています。ところが、産

業政策では、そういう決まり事がないんです。かつては、

都道府県を通じて補助金を交付するなど一定の役割分担

があったのですが、三位一体改革以後は、自治体を通じた

補助金の交付は無くなり、自治体と連携はするものの国は、

直接支援に乗り出しています。各都道府県や市町村でも例

えば東大阪市のような中小企業の町だと、自分たちも企業

の支援をやるわけですね。結果的に企業から見ると、大阪

には、たくさんの支援機関があって、いろんなところに相

談できていいという面もありますけど、それぞれの機関で

縦割りな面もあって、どっかに行って、全部につながるん

やったらいいんですけど、「ここ行ってあかんかったら、

次にここへ行く」みたいなことを繰り返さないといけなく

て、結構面倒くさいこともあります。また、役所が企業さ

んに、事業を使ってもらわないといけなくなっています。

政策評価という制度が役所には入っていて、KPI という指

標をつくるんですね。新しい事業をやる際には、「この事

業は、何社使って、こういう効果があります」という指標

です。ですから、事業を実施して、企業が使ってくれない

となると、KPI を達成するために「うちの事業を使ってく

ださい」と営業に回り出すわけです。それを国、府県、市

町村、支援機関が、それぞれやるもんですから、企業から

すると、いくつも来るわけです。「また来た。お宅、どこ？」

みたいな感じですね。そういうことで、役割分担が不明確

な中で、それぞれでやらないといけないことをやっている

というのが産業政策の分かりにくさなんです。これが都道

府県によっても違うわけです。ある機関が、あったりなか

ったりしますし、もっと言うと市町村も、大阪府に 43 の

市町村がありますが、全部の市町村にサポート政策がある

わけではありません。企業の多いとこに多くあるので、産
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業政策を市町村があまりやっていない場合は、直、大阪府、

直、国みたいなことになっているのが実態なんです。 

 

●大阪府のものづくり中小企業への支援 

 大阪府の組織では、私のいた商工労働部が担当していま

すが、例えば、本庁のものづくり支援課に相談が来たら、

技術のことは先ほど言った産業技術総合研究所へお話し

して、「ちょっと企業さん紹介してください。取引したい

です」となると、ビジネスマッチングを担当している財団

法人の大阪産業局や業種組合さんにお願いしたりしてい

ました。つまり、都道府県の本庁部署自身では基本的に直

接企業を支援せずに、公設試や団体、など、どこかの団体

を通じて支援をするいわゆる間接支援が主でした。 

 これからのお話は、もともと間接支援をやっていた大阪

府が、途中から直接企業を支援に舵を切るこという話です。

そのきっかけは、よくテレビにも出られていますけど、橋

下徹さんの知事就任ということになります。それまでも、

大阪府は結構頑張って、間接支援ながら、いろんな事業や

プロジェクトをやっていました。私がちょうど 2006 年に

庁内公募で新しくできた「ものづくり支援課」に行った再

のミッションは、ものづくり戦略を作るというものでした。

ただ、さっき言ったように福祉からきましたので、企業の

ことは全く分からないし、取りあえず現場へ行こうという

ことで、製造業 100 社ヒアリングというのを企画して、前

田先生が元いた産業開発研究所、公設試の産技研の研究員

とチームを組んで、100 社、回りました。実はこの 100 社

ヒアリングの結果、把握した課題が、後の政策に結び付て

いきました。それをやり始めていたのが、2006 年から 2008

年の間ということになりますので、2008 年以降、このと

きの経験なんかも踏まえて、直接大阪府でやっていこうと

いうことで、かじを切ったという流れになります。 

 少し、大阪府知事に橋下さんが来たときの状況を言いま

すと、ものすごい予算をカットしたんです。要は、教育と

医療と福祉だけ基本的に現状維持をして、そのほかの予算

は全部、予算を切ったんです。それまでの大阪府は、必要

な経費、その年の税収以外に足らなければ、起債と言って

借金をして、あるいは基金を取り崩して予算を組んでいた

んですけども、当時の橋下さんの方針は、「その年に入っ

た収入でその年の支出の予算を組む。家計と一緒。」とい

うのを打ち出しました。ですから、当然、税収だけを財源

にするとなるのと、ものすごいお金を切らないといけない

から、商工の予算は真っ先に切られたわけです。それまで、

大阪府は間接支援ですから、いろんな組合や商工会議所な

ど機関に補助金を出して企業支援をしていたのが、今まで

どおりの補助金が出せなくなったので、もらっていたほう

は、大阪府の仕事をその範囲でしかできなくなるわけです。

そうなると、誰がするんですかという話になって、それは

橋下さん的には、「大阪府職員は中小企業の営業マンにな

れ」ということになりまして、ある意味、間接支援から直

接支援へという環境ができたんです。 

ただ、私としては、やらされたわけでは、なかったんで

す。それまでにいろんな事業をやってきましたが、この意

図が団体などの補助金の交付先に伝わらない場面もあり

ました。直接やれるなら、その方がずっと早いと思ってた

んです。そういう意味で、橋下さんが来て、こういうこと

を言い出したのは、ちょうどいい機会で、渡りに船という

ことで、直接支援の検討に入りました。 

 ところが、当時の大阪府の予算なんですけど、島根県に

職員研修で呼ばれたことがあって、話をするときに、島根

県と大阪府の商工予算を比べて、あんまり変わりませんよ

という話をしようと思って資料を作ってみました。すると、

島根県のほうが 1 億円多かったんです。職員数では、大阪

府が 5 割多いぐらいなんですが、事業所数は、島根県で

2,400 社ぐらいしかないんです。大阪府は 41,000 社あっ

て、事業所一人あたりの予算は、大阪府は 10 万円で、島

根県は 176 万円でした。大阪府の予算書を見ると、この

41 億円ではなくて、何千億って予算を持っています。た

だ、そのお金は何かというと、企業に対する利子補給をす

るための原資を金融機関に預けているお金がほとんどで、

そういうお金を除いてしまうと、中身は、これぐらいの額

しかない。職員数も予算も、変わらない環境で、直接企業

支援をやると言っても、相当気合い入れてやらないと、「大

阪府はようやってるな」って、評価されることはないなと

いうのが、スタート時点の課題でした。もう一つ、なぜこ

んな計算をしようと思ったかというと、島根県庁には大阪

事務所というのがあり、活動仲間の友人が大阪に配属され

ていて、その彼が、島根の企業が大阪に来ても、大阪の企

業が島根県に行くときも、ずっと同行するんです。「そん

な予算がよくあるなあ。そんな職員がよくおるなあ。」と

何となく思ってたんです。大阪府では、同じように動くこ

とはできないと思っていたんです。それで調べてみたら、

少ないんですよ、面倒見てる企業が。だから、手厚くでき

る。これはよっぽど工夫しないと島根には勝てないなと思

ったんです。 

 

●インフォーマルコミニティとの出会い 

 そんな中で、直接企業支援をどうするのかと、いろいろ

事例を調べていたら、大阪市のクリエイター支援施設で

「メビック扇町」が出てきました。今は産創館の中、堺筋

本町に移転したんですけど、ここで、グラフィックデザイ

ナーとかコピーライターとか、そういう人が夜な夜なイベ

ントをやって、お酒を飲んで交流してる場所があるという
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のを聞いて、見学に行ったわけです。そしたら、堂野さん

という、今も懇意にしてもらってますけど、所長が出てき

て、このメビックのやり方は、先ほど言いました KNS（関

西ネットワークシステム）のやっていることをメビックで

やってるだけなんだよと。さらに言うと、この KNS は、岩

手大学の岩手ネットワークシステム、これをまねしただけ

なんだよという話を聞いたわけです。それで、メビックの

活動に参加し、KNS の活動に参加したら、すぐに世話人に

されてしまって、INS の岩手まで行って、いろいろ話を聞

いていたら、現場で直接企業支援するっていうのは、こう

いう仕組みでやったらいいんだなというのが何となく分

かりました。 

 

●大阪府ものづくり支援に関する有識者会議 

ただ、私が言ってるだけでは、組織の中では通用しない

ので、有識者会議を設置して、堂野さんにも入ってもらっ

て、豊中で起業センターを運営していた与那嶺さん、文能

先生は、前田先生の同僚で、今、近大の先生になっていま

すけど、こうした方に入っていただいて、研究会をやった

わけです。 

 その有識者会議のテーマは、「どうやって企業を直接支

援するのか、ものづくりの中小企業支援をどうしていこう

か。」ということでした。まず、前提として、「ものづくり

企業は、減ってますよね」と一言で言っても、なぜ減って

るんだということについては、いろんな原因があります。

ここに書いてるような、いろんな負のスパイラルと関係し

てるわけです。ものづくり集積の弱体化って、単純に言う

と、企業の数が減っているということですが、事業承継や

技能伝承が原因ではないか、若い層が製造業に行かなくな

っている。数そのものも減っている。それで、働き手が減

りますよね。機械化しますよね。所得が減りますよね。低

所得が増えますよね。そうすると、ほかの業種に転職しま

すよねとか。海外に行きますよねとか。そうすると、税収

が減る。そしたら、役所がやる産業支援、さっきの橋下さ

んみたいな話ですね。予算が減少する。すると、企業が何

か新しいことをしようと思ったときの公的な支援情報な

んかが失われる。全部つながっていくわけです。 

 こういう相関図を見ると、何か一つの政策を打ったから、

世の中が一気に変わって製造業が活性化するなんてこと

はないという気付きを得るわけです。それで、この有識者

会議では、課題はなくならない。ずっとある。それが継続

してて、しかも重複して複合化してるということを前提に

したわけです。社長はそういう経営環境に向き合っている。

そこに対して、われわれはいろんな政策を打っていかない

といけないというのが、この委員会での気付きでした。 

 研究会では、課題はあるのに、なぜ克服できないのか、

みんなで考えましょうということで、企業や支援機関など

へのヒアリングやゲストスピーカ―でも来てもらって、

「それぞれの立場でなぜ解決しないか？」ということを議

論して、企業側の課題、行政の課題、支援機関側の課題を

整理して、それを踏まえて、基本的なミッション、提言と

いうものをいただきました。 

 特に大切なのが、この 7 つのアプローチのところなんで

す。先ほど言いましたよね。予算を付けたら、KPI がある

から、補助金を使ってくれと言って、用事のあるときだけ

企業に行ったりするわけですけど、そういうのはやめまし

ょうと。業務や事業があるから、企業にアプローチするん

じゃないよというようなことから、断らない相談をします。

先ほど言った島根の例のように、そうは言っても、1 対 1

の支援って、体制的に限界があるので、企業さんがグルー

プでまとまってくれる、あるいは、市町村が頑張ってまと

めてくれている、そういうところとつながっていってやり

ましょう。こういう７つのアプローチを心掛けてやってい

くことにしましょうと提案してもらいました。ここに書い

てることは、予算がなくて、お金がなくてできることばっ

かりなので、来年からやりましょう、予算付けてから、な

んて言わなくても、すぐできる。そういうことをこの提言

でいただきました。 

 

●ものづくり支援アクションプランと MOBIO の開設 

 もう一つ決めたのが、支援対象とする企業層でした。も

のづくり支援課は、当時 20 人ぐらいしかいませんでした。

20 人で 4 万社相手をするのは、到底無理な話なので、従

業員規模10人から99人をターゲットにしようと決めまし

た。100 人以上になったら、自力で頑張れるところが多い

だろう。9 人以下のところは、どちらかというと、いろん

な施策の応援よりも、資金繰り、お金の話が多いだろうと。

だから、大阪府が支援するのは、、この中間層ですねとい

うことで、数にすると 9,000 社ぐらいに絞って。このうち

の、パレートの法則じゃないんですけど、頑張る企業は 2

割ということで、この 2 割、2,000 社の企業とつながるこ

とを目標に、アクションプランを作成して対応していくこ

とにしました。 

 その結果、大阪府のものづくり支援課は、大手前から東

大阪のクリエイション・コアというところへ全員移転して、

MOBI0 という、名称を新らたに付けて、活動を開始しまし

た。MOBIO には、200 ブースの常設展示場がありますが、

来場者、お客さんが少なくなっていました。これが、課の

移転後には、V 字回復していきます。相談件数も、相談員

減ったという要素以外は、右肩上がり、3,000 から 14,000

ぐらいまで増えました。それから、視察団体数なんですけ

ど、「MOBIO が活気づいているが、何をしているのか？」
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ということで、国内外から団体が視察に来る。この視察数

は、MOBIO になる前年は、137 だったのが、その後、ピー

ク時に 400 団体という数字になりました。毎日 2 団体きて

いる計算になります。非常に注目を浴びるようになりまし

たが、その理由は、先ほど言ったメビックで夜な夜なやっ

ている交流会、セミナーイベントをまねて MOBIO-Cafe と

いう、クリエイターじゃなくて製造業の経営者を対象にや

りだしたからです。数年間コツコツやるうちに、いろんな

人が関わってできるようになって、そのことで施設の機能

とか、施設の人とか、いろんな企業同士のつながりができ

て、どんどん使ってもらえる組織になったというわけです。 

 MOBIO 開始後、5 年経って、ほんとに当初設定したター

ゲット層の企業に使っていただいているのかという分析

をしました。当時、大阪府でやっていた主要事業の会員企

業数や補助金の採択事業者数、MOBIO-Cafe の来場者など

を集計して、企業別に名寄せをし、従業員階層で取ってみ

たら、ターゲット層の目標だった全事業所の 20％、ほぼ

2,000 社以上と接点が取れてるいる分かり、目指したとこ

ろが、できたかなあというふうになりました。 

 

●大阪版エコノミックガーデニング～EG おおさか 

 業績も上がっていい感じにはなっていたんですけど、そ

うは言ってもなかなか中小企業支援というのは当たり前

すぎて、政策の旗になりにくいというのがあって、少しモ

ヤモヤしていました。ちょうどその時 KNS の研究会で、「エ

コノミックガーデニング」という名前を聞くことになりま

す。これは、東北の震災があったあとに、震災復興に、こ

のアメリカ生まれのエコノミックガーデニングという施

策が使えるんじゃないかという話を東北大学の先生がさ

れていて、その単語に私が反応して、たまたま横にいた世

話人が、その本の表紙のコピーを持っていて、「この本を

読んだら分かる」と言われました。それですぐに、本を読

んで、著者の拓殖大学の山本先生に、奥付のとこにメール

アドレスが書いてあったので、全く面識はなかったのです

が、すぐメールをして「大阪に来て、話を聞かせてくれま

せんか」とお願いしました。快諾いただいて、9 月に聞い

てから 2 カ月後の 11 月に KNS の研究会に来てもらって、

ここから、ご縁ができるわけです。 

 このエコノミックガーデニングは何かというと、アメリ

カのコロラド州のリトルトンという人口 5 万人の町、東大

阪は 50 万人いますから、それの 10 分の 1 ぐらいの小さな

町で始まった取組みです。当時のアメリカは、ソ連との冷

戦が終わった直後で、全米各地にあった軍事工場が相次い

で閉鎖されて、軍事工場で働いてた人たちの雇用がどんど

んなくなっていくという時期でした。ですから、多くの工

場にあった地域は、軍事工場に代わる工場の誘致に動いた

んですけども、このリトルトンだけは、いつまでも企業誘

致に頼っていたら、また工場が閉鎖したら、また工場の誘

致をしないといけない。その循環から抜け出すには、地元

の企業を発掘して、しっかりと大きくして、そこの企業に

地元の人を雇用してもらう環境づくりをしようことで、企

業誘致のことで、エコノミック・ハンティングと言ってい

たので、その反対で育てるという意味で、エコノミックガ

ーデニングという言葉を使ったのが始まりになります。キ

ーワードは、「産学公民金」。金というのは金融機関ですけ

ど、公立図書館のビジネス支援機能とも連携して、企業を

支援していこうという内容でした。また、ターゲットが

10人から99人の企業となっていました。こうしてみると、

これまで大阪府で展開していたことが、この本の中に、ほ

とんどそのまま出てきていて、びっくりしたわけでです。

エコノミックガーデニングというのは、日本では、あまり

知られていない政策でしたが、これを旗印に大阪の中小企

業支援をやっていこうということで、「EG（エコノミック

ガーデニング）おおさか」というのを立ち上げました。そ

して、これを機会に、大阪府だけじゃなくて、いろんな大

阪の産学公民金とつながって、頑張ってる企業を発掘して

育成していきましょうということを始めました。 

 EG おおさかのネットワークの概念は、変革と挑戦する

中小企業の様々な課題に対して、支援機関が連携して、お

互いつなぎながら支援しましょう。先ほど、お話したよう

にたくさん機関あって、いちいち聞きに行かないといけな

いのは面倒くさいと。それであれば、金融機関に聞いても、

大学に抜ける。大学に入った案件が、自治体に抜ける、ど

こから相談に入っても、どこかに繋がる。こんな仕組みを

つくろうということでつくったのが、この「EG おおさか」

ネットワークということになります。 

 私は、先行事例も見ているし、そもそも関わる仕事は、

ライフワークにすると言ってやってるいるので、こういう

発想になるんですが、一般の公務員とか金融機関の行員の

方は、そういう経験もないし、そういう発想もないわけで

す。そこで、そういう人たちの行動変容を促そうと地域経

済コンシェルジュという、エコノミックガーデニングの担

い手の人材育成事業を立ち上げました。 

 半年間のカリキュラムで、今年もやるんですけど、この

講師陣は、全部、私が、仕事や KNS で見付けた人でした。

この人だったら、そういう考えのことを教えていただける

だろうということでお願いをしました。最近では、すごい

メジャーになってきてる徳島県神山町の大南さんにも、初

回から 10 年近く、毎年大阪に来て、しゃべってもらって

います。こういう方が関わってくれて、人材育成をやって

います。 
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●BtoC 支援 

 もうひとつ、ミュージアムショップというネット通販プ

ロジェクトの話をします。今までの話は、製造業の支援な

んですけど、製造業の業種って、大きくは仕事のやり方で

二つあります。BtoB と言って、例えばトヨタみたいなと

ころに部品とか加工したものを納める。会社と会社の取引、

Business to Business で BtoB という分野。もう一つは、

例えばパナソニックみたいに、我々、コンシューマーが使

う商品を作って売る業態、BtoC という領域があります。

その BtoC の商品を作っている企業も大阪には少しあるん

ですね。BtoB が圧倒的に多いのですが１割くらい存在し

ます。その企業に対する支援はあまり何もやってこなかっ

たので、この支援も充実しょうとなりました。 

 そこで、最初に手掛けたのが「おおさかミュージアムシ

ョップ」という通販サイトです。3 年で 104 の事業者を発

掘して、食品と製品、着地型観光の三分野でやりました。

ショップに出展するには、通販道場という道場で半年学ぶ

という仕組みで実施しました。その次に、関西広域連合と

いって、近畿の各府県で構成する連合体があるんですけど、

そこで、「CRAFT14」という、1 府県 1、２品選んで、東京

のギフトショーに出すプロジェクトです。東京のギフトシ

ョーは、レベルが高いんですけど、そこへ出そうと。事業

にはクリエイターを入れて、展示ブースやパンフレットな

どのブランディングをしてもらって出展しました。すると、

ものすごい引きがありました。「これ、どこの何ですか？」

みたいな話になって、全国の百貨店から「うちの催事に出

てください。」とオファーが入ったんです。そして、「ここ

に出てる 14 だけじゃなくて、大阪には通販サイトがあっ

て、他にも 100 の商品があります。」と、一緒に紹介して

いったら、いろんな百貨店で催事ができるようになって、

それぞれの企業さんは、しょっちゅうテレビに出るような

会社さんに成長しています。この前の G20 の時の大阪のレ

セプションの中にスパークリングワインを入れたりとか、

いろんなものを入れた企業さんがあるんですけど、ここの

卒業生もかなり食い込めました。さらに、大阪商品計画と

いうのを、ネットショップの後継事業として企画しました。

道場の学びのあとにネットショップではなくて、東京のギ

フトショーに出ようという事業です。これは今も継続して

やっています。これも EG の考え方で、発掘して育成する

ということをやっています。こういう支援をやってよかっ

たのは、例えば、食品関係で納豆屋さんがありまして、給

食に入れたりとか、スーパーに入れたりとかして、直接販

売してなかったんです。それが、通販や催事を通じて、直

接販売することで、お客さんのニーズが直接分かる。商品

がどんどん磨かれる。接客のスキルもどんどん上がる。ま

た催事でどんどん売れる。最後、直営店舗を持つまでにに

なって、非常に面白い展開になりました。 

 それまでの役所の発想だと、例えば、東大阪の中小企業

を何とかしようと思って、みんなでロケットを上げようと

か、異業種交流で名産品を作るような企画が多かったので

すが、注目を浴びたり、売れたりするようなことは、多く

は無いんです。この一連の企画は、それぞれの会社のもの

を作ったらいいんだけれども、頑張っている企業同士で集

まって、一緒に学びながら、それぞれの商品磨いていくプ

ロセスを共有することで、刺激しあっていいものになる。

そうしているうちに、勝手に横で連携商品ができてくると

いうことを目の当たりにしました。 

 なので、基本はそれぞれの会社の経営がよくならないと

地域もよくならないと思った次第です。ですので、支援者

側の組織をアピールしない。例えば、大阪府がやってます

みたいなことをあんまりアピールする必要はなくて、大阪

商品計画とか、大阪ミュージアムショップ、そういうブラ

ンドも PR しない。結局は、その企業のそれぞれの商品が、

いかにして売り上げるか、前に出るか、われわれは、それ

のお手伝いをしっかりやるということが大事で、そこがベ

ースにないと駄目だと気が付きました。 

 イベントもそうなんですけど。いろんなイベントをやっ

てるんですけど、上からイベントを企画して、そのために

著名人を呼んで集客して見せるというやり方はよくなく

て、企業さんが前に出る仕組みをしっかりつくることが、

大事だと思います。そのほうが継続性ある取り組みになる

と思っています。 

 

●生駒市での中小企業支援 

 生駒市でも、今年、キックオフする予定ですが、「EG い

こま」を立ち上げます。コンセプトは大阪府でやったこと

と同じで、ターゲット層としては業種を限定しない形で実

施する予定です。 

 ただ、コロナの関係で、企業を集めたカフェのようなこ

とは、やれてないのですが、「変革と挑戦」に取り組む事

業者を発掘しようということで、去年から「いこま経営塾」

というのをやっています。従前は、座学だけの創業セミナ

ーでしたが、座学のあとに、30 人ぐらいの入塾生から 5

人を選んで、産学公民金ですので、この 5 名に対して、民

間の専門家と、銀行の行員さんが 1 人ずつ付いて、伴走す

る仕組みをつくっています。すでに、1 期生が出て、非常

にいい感じになりました。今、2 期生の募集を締め切った

ところです。 

 もう一つが、今まさに募集をしているんですけど、

「IKOMA LOCAL BUSINESS HUB」という事業で、これは生駒

市内じゃなくて、生駒市外の事業者さんが対象です。市外

に住んでいる人が、生駒で創業の勉強をして、生駒で会社
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をつくりませんか、お店開きませんか、副業しませんかと

いうプロジェクトになります。どこの都市もご多分に漏れ

ずなんですけど、40 歳以下の人がなかなか転入してこな

くて、高齢化に歯止めがかからない。そういう意味では、

その年代の人たちに、いかに市の中に入ってきてもらうか

というのが大きな課題になっています。ただ、私としては

普通に入ってきてもらうだけでは、やっぱり町として面白

くないので、住民さんをお客さんにしたり、住民さんを雇

ったりするような、そういうビジネスを持って引っ越して

きてほしいと思っているんですね。小さいビジネスでもい

いので、地域に根ざすような企業が生駒にたくさんいると

いう状態を、つくっていきたいと思っているんです。まだ

皆さんは、起業しようというところまで考えてる方はいら

っしゃらないかもしれませんけど、周りとか、ご家族の方、

お兄さん、お姉さんとかで、何か会社を創ろうとしてると

か、知り合いの方がいらっしゃったら、説明会だけでも、

ここに書いていますように、7 月 19 日から大阪の梅田の

関西大学梅田キャンパス、あと、本町でも説明会をします。

奈良の方は、奈良市内、猿沢の池の近くに BONCHI という

すてきな創業支援施設があるので、そこでも説明会あるの

で。オンラインをのぞいてくださって、興味があったらぜ

ひ。お金はかかりません。無料ですので、見てもらって、

「ああ、こんな事業やってんねんな」でも構いませんので、

参加していただければと思います。 

 

●政策の成否には、「行間と文脈」が必要 

 これが最後なんですけど、行間と文脈が必要って、ちょ

っと難しい話をしたいんですが、今、縷々、たくさんお話

をしました。外から見ると、こういう起業塾をしてるんや

な。創業ビジネスマッチングの事業をしてるんやな。MOBIO

という拠点で、そういう交流会をしてるんやな、というこ

としか分からないかもしれません。実はそこに至るまでに、

いろんな人の経験とか、あるいは、われわれが実践した中

で失敗したりとか、なぜ、その時期に、その事業をやらな

いといけないのかをずっと考えながらやってきて、たまた

まその年に政策として出てきているものが、今、ざっと説

明してきたような政策なんです。しかし、こういう政策は、

今なら、SNS でも、Google でも検索すると出てきますし、

国なんかが、好事例として事例集を作成したりしています。

好事例のように、みんなやりなさいと。ちょっとネットで

探れば、全部出てくるわけです。でも、それを、「ああ、

これ、良さそうやな。予算付けてやろう。」と言ってやっ

ても、うまくいかないんです。そこは、「なぜ、それをや

らないといけないのか。」という動機があって、そこで初

めて Google を検索したりとかして、よそのこの事例はど

のような事の勉強になるのかと、聞きに行く。そこで、聞

きに行った人が、なぜ、それをやったんですかと、聞く。

すると、たくさん話してくれるわけです。その文脈とか行

間をちゃんと読み取って政策として外へ出していかない

と、何か見た目はきれいなんだけども、何年かしたら、な

くなってる事業がたくさん出ると思います。 

 そして、今、コロナですよね。皆さんも、ニュースで、

そんなに注目していないかもしれませんが、飲食店に時短

を課して、行くなということになってます。山梨県が、去

年のコロナが収まってる時から、職員が、細かい基準をつ

くって、お店を認証する制度をやっていたんです。そして、

第 4 波が来たときに、その認証制度を受けた企業さんがた

くさんあるから、時短をして、食べに行くなということを

言わなくても、認証を受けたお店には安心して食べに行っ

ていいという選択肢を示したわけです。それを国はまねを

しろということで、この 4 波の終わりごろに、今、まさに

ですけど、全国の都道府県でも山梨方式の認証制度をつく

ってやりなさいということになって、大阪府も今、やって

いるんですよね。七十の項目を、800 人の大阪府の職員が

ざーっと見て認証していく。ところが、認証できた企業さ

んが全然なくて、ゴールドステッカー認証中って貼って営

業してるわけです。申請してたら、取得してなくてもやっ

ていいということになっているんですね。これ、何でこん

な違いが出たのかというと、大阪府は、商業とか小売りの

店舗があまりにも多くて、行政が個別支援をできていなか

ったんです。だから、普段付き合いがないんです。それで、

商店街の組合とか飲食組合はどうなってるかというと、組

合も減って組織率も低くなって、体制も脆弱で急に、事業

をやれと言っても、やれないんです。その点、山梨県は非

常に小さいです。人口で言うと、80 万人しかいないんで

す。大阪府は大阪市だけでも、270 万人いるんです。小さ

いからできてるというのが、まず前提としてあるんですけ

ど、普段から個別企業の付き合いがすごいです。山梨県の

役所に我々の仲間がいて、よく知っていますが、お店に入

ったら、もうみんな顔見知りばっかり。そういう状態が、

ベースにあって、こういう政策を走らせたら、みんな協力

して、役所が来たからって嫌がらずに「やるよ、やるよ」

と言って認証をやるわけです。だから、うまくいくんです。

ところが、大阪は普段の付き合いが全くない中で、これを

やれ、あれをやれと、たくさんの基準を言って、協力金も

なかなか払えない。結果、飲食店と行政の関係がどんどん

悪くなるばっかりというのが今の実態だと思います。要は、

普段できてないことは、非常時にできないんです。普段か

ら仲良くできてないのに、大変なときに、仲良くなれるわ

けないですよね。こんなに大変なときに、「仲良くなりま

しょう」って言いに行っても、「おまえ、何しに来てんね

ん」という話になるわけです。だからやっぱり、普段から
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やっておくということが、政策の中ですごく大事なんです。

ところが、この頃の産業政策というのは、普段のこういう

地道な活動はなかなか評価されずに、予算も付けない。

華々しい事業に予算を付けるという傾向があって、何かあ

ると、こうやって大変なことになるわけです。私は、大阪

府を離れてしまったんですけど、こういうことをしっかり

普段からやってほしいなと思っています。私は生駒市で、

コロナの対策事業をたくさんやっていますが、職員に言っ

てるのは、これは企業とつながる機会ですと。1 社 10 万

円の支援金の交付をする際も、何もせずに 10 万円を交付

するのではなく、アンケートのような形の申請書にしてい

ます。その情報をもとに、これからいろんなセミナーの企

画や事業をやっていこうということで、コロナの事業です

ら、つながる仕組みにしようと、頑張っています。皆さん

も、もし公務員になられるとか、いろんな事業で企画する

という立場に、会社でもなることあると思うんですけど、

普段から、しっかりとクライアントとの関係をつくってお

くというを大切にしてください。借り物で、一定やれるん

ですけど、すぐに、うまくいかなかったりするので、なぜ

それがうまくいっているのかを探った上で取り入れるよ

うにしてもらったらいいと思います。 

 

 

 

 

 


